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1. α ∈ C が関数 f(z) の孤立特異点であることの定義を述べよ．

2. α が f(z) の k 位の極であること，真性特異点であることの定義をそれぞれ述べよ．

3. 除去可能特異点の例を講義以外のもので述べよ．

4. α を f(z) の孤立特異点とするとき，留数 Res[f, α] の定義を述べよ（ただ式を述べるのではな
く，定義が可能である理由からしっかり述べよ）．

5. α が f(z) の k 位の極の場合，Res[f, α] を求める公式を述べよ．

6. 留数定理を述べよ．

7. 関数 1
z(z + 1)2

の特異点をあげ，その種類を（極ならば位数も）述べよ．またその点における
留数を求めよ（各特異点における Laurent展開を求める）．

8. 関数 Res
[
sin 1

z − 3
, 3
]
を求めよ．(Hint : sin 1

z − 3
の Laurent展開を cos のMaclaurin展開か

ら求めよ)

9. 留数定理を用いて次の複素積分を求めよ：∫
C

z5

z2 + 4
dz, C : |z| = 5
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